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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・年末年始特別勤務手当の支給について

支給対象期間：12月31日（月）、1月1日（火）・2日（水）・3日（木）

支給場所：本部1F経理室（青南病院職員、本部事務員）

支給時間：8：00～17：30 （ただし、13：00～14：00を除く）

当日、欠勤・遅刻・早退をした職員は、支給対象外となる為、注意すること。

受領時は、氏名サインまたは、印鑑（シャチハタ可）捺印。パート職員および出向職員は支給対象外となる。
昨年同様、まとめて受け取る事が可能かどうか、経理に確認していく。

・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をすること。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新すること。期限は12月中。
・日誌やカンファレンスの回覧後に届くコメントに、指摘内容があれば直ぐに情報を伝え、対応するようにすること。
＜各種締め切り＞
・12月中　　データベース更新

・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

・認知症ケア専門士認定試験の案内があり、希望の方は佐藤AOMまで。

〔内部研修〕
・1/9（水）　看護グループ内研修　テーマ「患者様のプログラムに関して（リハプロ、作業療法、SST）」　講師：木村JGM　佐藤OT　場所:2階会議室
＜法人行事＞
・12/30（日）納会
・1/4　（金）互礼会

＜利用者様情報＞
デイケア
・根地戸　恵　様～本日デイケア利用再開。以前利用していた際に交流のあった利用者と表情良く交流しており、過度な交流は窺えない。プログラムに問題なく参加しており、途中退席や帰宅要求なく定時まで過ごしている。入院前の利用の際に担当スタッフと約束したことを忠実に守っている様子もあり、落ち着いて過ごすことが出来ている。
・鈴木　知子　様～表情良く来所しており、できる範囲でレクダンスに参加している。今後の利用について、就労はせずにデイケア利用日を増やすことを考えているとのこと。定期的に通所出来ていることを評価し、無理のないように利用日を増やすことを提案している。シャワー取り付けは姉に相談したが、家に引きこもりになることを心配された為、取り付けしないことに決めたと話している。
・田名部　一樹様～本人より電話があり、デイケアの利用について週5日利用希望している。デイケアの利用について「前は負担限度額が1万円だったが、それが現在も1万円の限度額ならデイケアを週5日で利用したい」と話している。詳細を確認し本日午後に説明することとしている。

・立桶　真樹子様～本日デイケア見学予定となっている。本人の意向を確認しながら、正式利用に繋げられるよう検討することとしている。
・川村　拓郎　様～当院受診中の発達障害の方で、以前見学を行ったが、発達障害プログラムについて説明を聞きたいとの連絡が外来、病院SWよりある。プログラムの説明をしつつ、デイケア利用の検討をしていく。
・東海林　紀子様～昨晩本人より架電があり、父親の四十九日の法要があり、デイケアを欠席した報告がある。欠席する際には早めに連絡が欲しいことを伝えている。昨日は、朝から忙しく、バスに乗り遅れそうになり連絡が遅くなったことを話している。法要が無事に終了したことを話し、色々、バタバタしていたた為疲れはあるが体調に関しては「大丈夫です」と明るい声で話している。
デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、義歯洗浄を行いたくないと話すことが続いており、行う必要性について伝えるが、聞き入れる様子はない。理由は「明日の朝言うから」と去っているとのこと。その他、青風荘で洗面台を利用できる時間が21：30までと決まっているが、21：25頃から洗顔を開始し、30分を過ぎても続けている為、35分に声掛けを実施。声掛けに対して、易怒的になることなく、すぐに終えることが出来ている。また、23時の巡回時に居室に電気がついている為、訪室。声を掛けると「今、寝ます」と話し、易怒的になることはない。本日来所時、津嶋様が明日から外泊であるとの情報を奥山様に話していることや、大きな声で欠伸を頻回に行っている。易怒的になる様子はないが、引き続き本人の言動に注意しながら対応していく。
・津嶋　イチ子様～青風荘より情報提供があり、19：40頃スタッフの所へ来て、電話を掛けたいと焦った様子でカウンターまで来ている。何について電話をするのか確認すると、外泊の確認をしたいと話しており、明日詳細を伝えることが出来ることを伝えると、笑顔で戻ったとのこと。その後、就床前薬服用の際に、上記同様のことを聞いており、再度説明。今朝青風荘管理者より外泊の日程について伝えられると、嬉しそうにしていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、スタッフへ外泊することを話しており他利用者に話すことは控えるよう助言している。
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、20：00前に美容室に行きたいんだけれどもと不満気味に話してきたとのこと。「前から行きたかったのに、連れて行ってくれない」と話す為、スタッフ事ではあるが、美容室につれていくことが、難しいことを伝えるが納得した様子はなかったとのこと。その後、就寝前薬服用の際に、同じような訴えが聞かれており、再度同じ説明をしている。デイナイトケアにて同様の訴えはないが、今後も様子観察を行っていく。
・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、昨日より左肩と右膝痛を訴えているとのこと。本日のデイナイトケアでは、昨日同様痛みは継続してあると話している。訴えが過度になることはない。
・倉石　ヨシエ様～スタッフが鈴木真知子様の対応をしていると、鈴木様を指さし、ジェスチャーでバツを作っている。どうしたのか確認すると、「ダメだ」等との発言が聞かれているが、それ以上の訴えをすることはない。本人の言動に注意しながら対応していく。
ナイトケア
・村上　元道　様～市販の風邪薬をテーブルに置いている為体調を確認すると、風邪をひいているとの事。あまり強くない薬であることを話し、風邪の初期症状時に服用し、早めに就寝する事で良くなることを話している。その後は不調の訴えはなく、他のメンバーと年末年始の予定等を表情良く話し過ごしてる。
カンファレンスシート（寺地　徳和　様）

実施日：H30年12月27日（木）13：30～14：00

担当スタッフ：紫葉

検討内容　目標・計画の評価と現状の把握

	氏名
	寺地　徳和　様
	性別
	男
	年齢
	68
	生年月日
	S25.7.31

	主病名
	統合失調症
	合併症
	盲腸癌術後

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣の修得、身体機能の維持･向上、対人関係の改善、作業能力･持続性の向上、病識を身に付ける

薬物療法・精神療法を継続して行い､症状の安定化と日常生活能力の維持を図る。

	本人希望
	現在の生活維持と病状の安定

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：H29年4月18日～H29年7月18日）青南病院

	通所歴
	1回目

· 前回：　年　月　日～　年　月　日

· 今回：H29年7月20日～現在（デイケア週1回/木曜日）

	その他サービス利用
	当院通院

	住居：青山荘入居
	家族構成

保護者はいとこ様(田端　勉様)

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	他（自立支援、重度医療等）



	備考：事例検討に必要な情報を記載
S44年頃より、不眠・独語・空笑等の症状が出現し、S44年9月16日当院初診し、同日入院。肺結核の為、S61年5月7日八戸国立療養所へ入院(～H1年11月26日)。退院後は当院への外来通院・服薬、小規模作業所への通所を継続していた。H9年8月上旬より苛々感の訴えが続き、H9年9月1日当院2回目の入院(～H9年10月31日)。H29年1月に弟が死去し、単身生活を開始。H29.3.24受診時に全身の浮腫みあり、八戸赤十字病院にて盲腸癌があり手術(盲部切除術)を実施。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を図りながら、健康的な生活をおくる。
	①運動をする機会を増やしていき、出来ることを増やす。

	①運動療法に参加して体力をつける。
	①運動療法に参加し、体を動かす習慣をつける。レクダンスが好きな為、積極的に行うことが出来るように声掛けを行っていく。

	
	②バランス良く食べられるようになる。
	②-１栄養指導に参加し、栄養について覚える。

②-2水分量と食物繊維を調整して摂れるようにする。
	②-1栄養について知り､健康的な食事が摂れているか、自らスタッフに伝えられる様に促していく。

②-2排便の状態についてスタッフに伝えられる様に促していく。

	
	③他者交流が苦手なため、自ら他者へ話し掛けられるようになる。
	③グループワークを通し、他者と会話する機会を増やす。
	③グループワークを通し、対人交流に慣れて日常的に会話が出来るようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①運動療法に参加して体力をつける。
	・ラジオ体操やレクダンスには欠かさず参加する事が出来ている。
・レクダンス時に、動作の模倣が出来ず独自の動きをすることが多く見られている。
・体力・筋力の衰えに関しては、特に本人様より気にするような発言は聞かれていない。
	　今後も運動は継続していき、体力の向上は難しいと考えられる為、維持していけるように身体の動かし方を適宜、指導していく。その為、目標は継続していく。

	②-１栄養指導に参加し、栄養について覚える。

②-2水分量と食物繊維を調整して摂れるようにする。
	・今現在は、青山荘で食事の管理やエンシュアリキッドを服用し、食事摂取する事が可能である。
・通所時には適宜、水分補給をすることが出来ている。
・便秘に関しては、時折している様子だが、処方薬を服用したりすることで、改善する事が出来ていると話している。
	　栄養指導への参加は、欠かさず出来ている為、その点を評価している。自身で自炊等を行う機会が少ないため、知識を得た所で活用の場が限られている。自身の現在の食事摂取状況を振り返る為にも、一定の知識量は持っているべきである為、今後も継続して栄養指導に参加して頂く。その他、食事の摂取量が少ないため、運動等を行い食事摂取量を安定に取り、栄養を確保して行けるよう声掛けを行っていく。

	③グループワークを通し、他者と会話する機会を増やす。
	・自発的な発言は多く聞かれているが、テーマと全く違った内容の話であることが多い。
・同じテーブルに座っている他利用者様に自ら話し掛け、話しの内容が噛みあっている時とそうでないときがあるが、特に問題はなく過ごしている。
	今後も目標計画を継続し、スタッフが介入していきながらトラブルなく会話する機会を増やせるよう対応していく。

	その他情報
・浜辺様がいなくなった際には「寂しい」と声に出し、表現していたが、最近は「寂しい」と話す事はなくなっている。

・以前、夢で以前青山荘を利用していた人に首を絞められる夢を見て、恐怖を感じたとの報告がある。その発言が聞かれた際には、特に大きな変化は見られず過ごされている。その後、怖い夢を見る事はないと話している。

・9月20日、青山荘より情報提供があり、8月頃から新規入所している若い女性に対し、後を付きまとったり、部屋の前で待ち伏せ・ノックをすることやその女性の使用しているコップに飲み物を汲み提供、使用したコップを自身の持っているハンカチで拭く、自身の鼻水を拭いたハンカチで女性の手を拭いてあげる等の迷惑行為をしているとのこと。女性利用者様からも迷惑だからやめて欲しいことを伝えるが睨み返し応じず、都度スタッフからの指導が入っている状況である。本日も女性利用者様に対し迷惑行為を行っており、スタッフから強めに指導し、”今後迷惑行為を行わないように”と話すが、本人は返事せずにいたとのこと。デイケアでは、上記のような言動は聞かれておらず、女性関係での問題は確認されていない。また、青山荘での事をきいても特に問題はないと話す。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定を図りながら、健康的な生活をおくる。
	①運動をする機会を増やしていき、出来ることを増やす。

	①運動療法に参加して体力をつける。
	①運動療法に参加し、体を動かす習慣をつける。レクダンスが好きな為、積極的に行うことが出来るように声掛けを行っていく。

	
	②バランス良く食べられるようになる。
	②-１栄養指導に参加し、栄養について覚える。

②-2水分量と食物繊維を調整して摂れるようにする。
	②-1栄養について知り､健康的な食事が摂れているか、自らスタッフに伝えられる様に促していく。

②-2排便の状態についてスタッフに伝えられる様に促していく。

	
	③他者交流が苦手なため、自ら他者へ話し掛けられるようになる。
	③グループワークを通し、他者と会話する機会を増やす。
	③グループワークを通し、対人交流に慣れて日常的に会話が出来るようにする。


